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予算額

135,296

1,362,932

2,823,877

1,707,344

13,962

184,666

142,931

854,865

557,323

1,239,804

8,890

1,947,120

415,323

3,334

11,397,667

収入済額

3,125,838

80,066

13,168

6,618

2,044

259,485

122,549

36,360

48,616

3,599,631

4,523

136,870

129,356

576,561

273,834

16,601

150

2,677

245,468

126,770

163,900

8,971,085

科　　　　　目

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

計

科　　　　　目

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

計

●歳　入 （Ｈ23.3.31現在　単位：千円）

●歳　出 （Ｈ23.3.31現在　単位：千円）

こ
の
「
財
政
公
表
」
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
予

算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
毎
年
2
回（
7

月
・
12
月
）定
期
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、

平
成
22
年
度
下
期
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
病

院
事
業
会
計
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
市
の
会
計（
病
院
事
業
会
計
を
除
く
）で
は
、
平

成
22
年
度
出
納
整
理
期
間
（
平
成
23
年
4
月
1
日
〜
5

月
31
日
）が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
公
表
す
る
額

は
決
算
額
と
は
異
な
り
、
収
入
率
、
支
出
率
が
低
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

支出済額

132,701

978,696

1,739,393

1,413,152

13,002

134,016

122,467

298,376

509,907

867,598

0

1,945,341

0

0

8,154,649

支出率（％）

98.1

71.8

61.6

82.8

93.1

72.6

85.7

34.9

91.5

70.0

0.0

99.9

0.0

0.0

71.5

予 算 額

3,304,531

117,940

13,168

6,618

2,044

259,485

122,548

36,360

48,616

3,599,631

4,523

139,842

132,295

869,228

600,346

16,758

151

245,794

245,467

152,722

1,479,600

11,397,667

収入率（％）

94.6

67.9

100.0

100.0

100.0 

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

97.9

97.8

66.3

45.6

99.1

99.3

1.1

100.0

83.0

11.1

78.7

平成平成2222年度下期年度下期



収入済額

（千円）

1,297,965
1,619,139
46,543
151,705

3,115,352

科　　目

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

計

3 広報うえのはら　平成23年7月号　　　　　

建 物

119,941
906
0

120,847

土 地

539,342
164,781
214,304
918,427

区　　　　　　分

1 普 通 債

（1）総 務 債
（2）民 生 債
（3）衛 生 債
（4）農 林 水 産 業 債
（5）商 工 債
（6）土 木 債
（7）消 防 債
（8）教 育 債
2 災 害 復 旧 事 業 債

（1）災 害 復 旧 事 業 債
3 そ の 他

（1）減 収 補 て ん 債
（2）減 税 補 て ん 債
（3）臨 時 税 収 補 て ん 債
（4）臨 時 財 政 対 策 債
（5）合 併 特 例 債

計

●市債目的別現在高（Ｈ23.3.31現在　単位：千円）

●住民負担の状況　 （Ｈ23.3.31現在）

区 分

行 政 財 産
普 通 財 産
土 地 開 発 基 金

計

●市有財産の状況　（Ｈ23.3.31現在　単位：m2）

会計別

国民健康保険
（事業勘定）

国民健康保険
（直営診療）

老 人 保 健

後期高齢者医療
介 護 保 険
介護サービス
公共下水道
簡 易 水 道
教育奨励資金
財 産 区
小金沢土室山
財産保護組合

計

収入率
（％）

73.4

97.8

96.8
39.7
76.0
94.6
25.9
62.1
99.5
99.7

100.0

67.7

支出済額

2,789,155

924

71
399,081
1,585,657
5,284

667,664
59,140

0
16,644

10

5,523,630

●特別会計歳入歳出状況（Ｈ23.3.31現在　単位：千円）

1人あたり

（円）

48,924
61,030
1,754
5,718

117,426

※世帯数　9,974世帯　住民基本台帳登載人口　26,530人

1世帯あたり

（円）

130,135
162,336
4,666
15,210
312,347

現 在 高

7,035,340
2,991,783

0
186,868
313,069

0
2,552,340
75,083
916,197
40,317
40,317

6,810,835
0

587,219
81,956

2,769,387
3,372,273
13,886,492

予算額

3,033,736

925

19,100
448,839
1,845,324
9,831

739,080
82,311
2,928

321,153

2,908

6,506,135

収入済額

2,225,878

905

18,489
178,349
1,402,234
9,303

191,299
51,096
2,913

320,311

2,907

4,403,684

支出率
（％）

91.9

99.9

0.4
88.9
85.9
53.7
90.3
71.8
0.0
5.2

0.3

84.9



金 額

1,367,235
1,190,305

1,500
2,080,358
1,663,665
772,112
10,230
8,929
1,301

166,700
811,360
772,174
39,186

0
0

5,243
2,183,838

0
0

372
0

372
372

2,890,121
2,339,131
550,990

△706,655
241,605
229,055
12,550

△948,260
8,100

0
△956,360
2,183,466
2,183,838
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病

院

事

業

会

計

科 目

1 医業収益（A）（1）＋（2）＋（3）
（1）入院収益
（2）外来収益
（3）その他医業収益
2 医業費用（B）（1）＋（2）＋（3）＋（4）
（1）給与費
（2）材料費
（3）経費
（4）その他医業費用
※医業利益（A）－（B）
3 医業外収益（Ｃ）（1）＋（2）＋（3）＋（4）＋（5）
（1）受取利息配当金
（2）他会計補助金
（3）他会計負担金
（4）患者外給食収益
（5）その他医業外収益
4 医業外費用（Ｄ）（1）＋（2）
（1）支払利息及び企業債取扱諸費
（2）その他医業外費用
経常利益（A＋Ｃ）－（B＋Ｄ）

5 特別利益
6 特別損失
※当年度純利益
7  前年度繰越利益剰余金
※当年度未処分利益剰余金

病院事業損益計算書
（Ｈ22.4.1～23.3.31 単位：千円）

金 額

107,353
0
0

107,353
345,799

0
0

299,185
46,614

△238,446
256,257
1,819
2,342

232,270
0

19,826
16,529
356

16,173
1,282
22

1,675
△371

△955,989
△956,360

病院事業貸借対照表
（Ｈ23.3.31現在　単位：千円）

科 目

1 固定資産（1）＋（2）＋（3）
（1）有形固定資産（ｱ＋ｲ－ｳ＋ｴ）
ア土地
イ償却資産
ウ減価償却累計額
エ建設仮勘定

（2）無形固定資産（ｱ＋ｲ）
ア借地権
イ電話加入権

（3）投資
2 流動資産（1）＋（2）＋（3）＋（4）
（1）現金及び預金
（2）未収金
（3）貯蔵品
（4）前払金
3 繰延資産
資産合計（1＋2＋3）
4 固定負債（1）
（1）引当金
5 流動負債（1）＋（2）
（1）未払金
（2）預り金

負債合計（4＋5）
6 資本金（1）＋（2）
（1）自己資本金
（2）借入資本金
7 剰余金（1）＋（2）
（1）資本剰余金（ｱ＋ｲ）
ア国・県補助金
イその他

（2）利益剰余金（ｱ＋ｲ＋ｳ）
ア減債積立金
イ利益積立金
ウ当年度未処分利益剰余金

資本合計（6＋7）
負債・資本合計

平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成
23
年
3
月
31
日
の
1
年
間
の
入
院
患
者

は
、
延
べ
1
万
8
0
9
3
人（
1
日
平
均
50
人
）で
、
前
年
度
と
比
べ
る

と
1
4
1
4
人
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
来
患
者
も
、
年
間
延
べ
8

万
9
1
人（
1
日
平
均
2
7
4
人
）で
、
前
年
度
と
比
べ
て
2
4
8
0
人

減
少
し
ま
し
た
。
経
理
の
状
況
は
、
病
院
事
業
会
計
の
収
支
で
、
総
収

益
が
3
億
6
3
6
3
万
2
千
円
、
総
費
用
が
3
億
6
4
0
0
万
3
千
円

と
な
り
、
37
万
1
千
円
の
損
失
で
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

病
院
対
策
課
病
院
事
業
担
当（
蕁
62
―

3
1
3
6
）



・県知事選挙、市議会議員選挙

・国勢調査費

・市民会館解体事業

5 広報うえのはら　平成23年7月号　　　　　

平成平成2222年度の主な事年度の主な事業業（（一般会計一般会計））

・安心子ども基金地域子育て創生事業

・秋山老人福祉センター修繕事業

・ごみ焼却施設修繕事業

・新市立病院建設事業出資金

・山梨県営生活関連林道開設事業

・中山間地域総合整備事業

・棡原猪丸地区公衆トイレ新築工事

・秋山温泉源泉ポンプ交換および器機設置

修繕事業

・上野原駅周辺整備基本計画等策定業務

・中央自動車道スマートＩＣ建設調査業務

・辺地対策事業

・市営住宅小沢東団地外壁塗装

・上野原小学校耐震補強事業

・スクールバス等購入事業

・上野原中学校体育館防水工事

・消防団詰所建築事業

・消防団用ポンプ自動車購入事業

・通信指令台施設修繕事業

■　総務費

■　民生費

■　衛生費

■　農林水産業費

■　商工費

■　土木費

■　消防費

■　教育費

▲安心子ども基金地域子育て創生事業により　

整備された原大道団地内のつどいの広場

▲新市立病院完成に向け、着実に工事が進む

建設予定地

▲中央自動車道スマートＩＣ建設が期待され

る談合坂サービスエリア周辺

▲耐震補強が完了した上野原小学校
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上野原市
ファミリー･サポート･センター会員募集

ファミリー・サポート・センターとは、子どもを「預けたい人」

と「預かれる人」が会員として登録し、みんなで子育てを支え、

助け合おうという、人材バンク的組織です。

子育てが一段落したから近所の子どもの面倒を見てみようかし

ら？時間のある時に子育てのお手伝いをしてみようかしら？･･･な

んて、ちょっとでも思ったことがありませんか？ちょっとでも思

った方は、とりあえず福祉課にお問い合わせください！！

お父さんお母さん、急な残業や体調不良、冠婚葬祭、美容院、

リフレッシュ等、理由はなんでもいいのです。ちょっとだけ子ど

もを見てくれたら助かるのに･･･。誰か預かってくれないかしら？

そんなときは地域の人にお任せしてみませんか？

子どもの面倒を見たいわ！という方は、市が主催する講習会に

参加していただくと「援助会員」として登録されます。特別な資格

はいりません。子どもを預けたい方は、「依頼会員」として登録し

てください！

依
頼
会
員

●
申
込
み
方
法

入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
事
務
局
ま
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
登
録
の
際
に
援
助
の
頻

度
や
援
助
会
員
へ
の
要
望
等
、
ま

た
書
面
だ
け
で
は
伝
わ
り
き
ら
な

援助会員依頼会員

事務局

●申込み・問い合わせ　　市ファミリー・サポート・センター事務局　福祉課子育て支援担当内（蕁62-3115）

い
こ
と
な
ど
を
、
お
話
し
し
な
が

ら
受
け
付
け
ま
す
。

入
会
申
込
書
は
事
務
局
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

援
助
の

申
し
入
れ

登
録

援
助
の

打
診

登
録

報酬

援助

育児の援助を
受けたい人

育児の援助を
行う人

子育て支援



地域のみなさんが協力し
て、子どもを産み育てやすい
環境にしていきましょう

報酬

援助期間

7 広報うえのはら　平成23年7月号　　　　　

援
助
会
員

●
講
習
会
日
程

援
助
会
員
の
集

ま
り
状
況
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。（
参
加
費
無
料
）

※
内
容
や
講
習
時
間
数
は
後
日
援

助
会
員
登
録
希
望
者
に
ご
案
内

し
ま
す
。

●
報
酬

下
表
の「
報
酬
基
準
」
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
預
か
る
場
所

原
則
、
援
助
会

員
の
自
宅
で
す
。

●
用
意
す
る
も
の

必
要
な
も
の

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
む
つ
、
お
ん
ぶ
紐
、
着
替
え
、

お
も
ち
ゃ
、
お
や
つ
等
は
依
頼

会
員
が
用
意
し
ま
す
。

※
や
む
を
得
ず
援
助
会
員
が
用
意

し
た
と
き
は
依
頼
会
員
が
実
費

負
担
し
ま
す
。

●
加
入
保
険

援
助
活
動
中
の
事

故
に
備
え
、
市
が
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補

償
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

補
償
は
保
険
の
範
囲
内
で
行
い

ま
す
。

※
自
動
車
保
険
は
対
象
外
で
す
。

●
そ
の
他

援
助
で
き
る
子
ど
も

の
年
齢
や
性
別
等
の
要
望
が
あ

れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
依
頼
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

必
ず
し
も
全
て
の
依
頼
に
応
じ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
援
助
活
動
は
、
事
前
に
お
見
合

い
を
し
て
、
お
互
い
の
相
性
や

条
件
等
を
確
認
し
、
カ
ッ
プ
ル

が
成
立
し
た
場
合
の
み
行
い
ま

す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
息

の
長
い
援
助
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
講
習
会
申
込
み
期
限

7
月
29

日
（
金
）

※
以
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

市では、子育てに関

する制度や検診、助成

などの情報から友達づ

くり、施設ガイドなど、

子育てに役立つ情報を

掲載したママ手帳子育

てガイドブックを作成

しました。福祉課、支

所、出張所に用意して

ありますので、ご活用

ください。

妊娠したときは
母子健康手帳の交付、特定不妊治療費の助成など

赤ちゃんが生まれたときは
出生届、子ども手当、子ども医療費助成制度、出産
奨励祝金など

元気に育ってね
乳幼児健康診査

友だちづくり
母と子の健康教室、地域子育て支援センターなど

子どもを預けたいときは
保育所、幼稚園、ファミリーサポートセンターなど

子育てについて相談したいときは
家庭相談員・母子自立支援員、育児相談など

障害をもつお子さんへの支援
各種手帳・手当など

ひとり親家庭等への支援
ひとり親家庭医療費助成制度、児童扶養手当など

子どもが病気になったら
小児救急など

子どもとお出かけ
緑と太陽の丘キャンプ場、秋山マス釣り場など

施設ガイドブック

子育てに関する届出や各種制

度の手続き、相談したいときな

ど、この一冊で問い合わせ先が

分かるので、とても便利です。

また、レイアウトもシンプル

で、見やすくなっています。

●問い合わせ　

福祉課子育て支援担当（蕁62-3115）

《もくじ》

援助時間

1人1時間当たり

１時間を超えた

30分当たり（30分

未満は30分とする）

月～金曜日

（土日祝日・

特定日除く）

午前7時

～午後7時

その他

の時間

700円

350円 400円

800円

土・日・祝日・特

定日（8／13～16、

12／29～翌年1／3）

全日

800円

400円

※　1時間未満は、1時間と見なします。
※　同一世帯の子どもを複数人同時に援助を行う場合は、2人目から
半額になります。

※　送迎を行う場合などの援助活動開始および終了時間は、援助会
員が自宅を出たときと自宅に戻ったときです。

《報酬基準》

利用者の声



7
月
1
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
の
平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
7
月
に
決
定
し
、
納
入
通
知
書
を
7
月

15
日
に
発
送
し
ま
す
。

7
月
2
日
以
降
に
資
格
を
取
得
し
た
被
保

険
者
の
方
へ
は
、
取
得
月
の
翌
月
に
納
入
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

《
保
険
料
の
納
付
方
法
》

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
原
則
、「
年

金
か
ら
の
天
引
き
」
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
納
付
書
・
口

座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を

超
え
る
方

《
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方
は
、
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
》

●
手
続
方
法

金
融
機
関
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

口
座
振
替
を
申
込
み
、
そ
の
際
に
受
け
取

る
「
納
入
者
控
」
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

り
、
市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

《
注
意
点
》

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
か
ら
の
口
座
振
替

に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控

除
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
額
や

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
薄
緑
青
）の
有
効
期
限
は
、
平
成

23
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
7
月
下
旬

に
新
し
い
被
保
険
者
証
（
薄
紫
色
）を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、

8
月
1
日
以
降
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

《
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
は
？
》

8
月
に
な
っ
た
ら
、
は
さ
み
で
切
る
な
ど
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

《
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
な
い
方
は
？
》

有
効
期
限
が
短
い
も
の
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

住
民
税
額
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

10
月
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
分
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
8
月
1
日（
月
）

ま
で
に
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

《
保
険
料
の
軽
減
措
置
》

平
成
23
年
度
は
、
従
来
の
保
険
料
軽
減
措

置（
均
等
割
の
8.5
割
、
5
割
ま
た
は
2
割
軽

減
措
置
）に
加
え
、
次
の
軽
減
措
置
を
行
い

ま
す
。

①
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
全
員
」
と
「
世
帯
主
」
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
33
万
円
以
下
の
方

②
①
の
方
の
う
ち
、
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
全
員
」
が
、
年

金
年
収
80
万
円
以
下
で
、
他
の
所
得
が
な

い（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
０
円
で
あ
る
場
合
）世
帯

・
平
成
23
年
度
か
ら
均
等
割
が
9
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直
前

は
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

で
あ
っ
た
方

・
平
成
23
年
度
は
均
等
割
が
9
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

④
年
金
収
入
が
153
万
円
以
上
211
万
円
以
下
の

方（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
91
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
）

・
所
得
割
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）
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限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
同
じ
く

8
月
1
日
か
ら
新
し
い
認
定
証
と
な
り
ま
す
。

※
前
年
度
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引

き
続
き
適
用
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
職
権
で
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

基
準
収
入
額
申
請

住
民
税
課
税
所
得
金
額
が
145
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
る
世
帯
は
、
被
保
険
者
の
窓

口
負
担
の
割
合
が
3
割
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
先

市
民
課
国
保
年
金
担
当

●
必
要
書
類

確
定
申
告
書
や
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な

ど
、
所
得
状
況
の
わ
か
る
も
の

※
該
当
者
に
は
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

切
り
替
え
時
期
で
す

保
険
料
に
関
す
る
こ
と

資
格
・
給
付
に
関
す
る
こ
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
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国民年金保険料
免除・猶予制度を
ご存じですか

※平成20年度分以前の保険料に加算額が上乗せされます。

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
お
住
ま
い

の
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
保
険
料
の
納
付

を
続
け
る
こ
と
で
、
老
後
の
生
活
保
障
で

あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
が

一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
、
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
を
免
除
・
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
分
（
平
成
23
年
7

月
か
ら
平
成
24
年
6
月
分
ま
で
）
の
免
除
等

を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
分
（
平
成
22
年
7
月

か
ら
平
成
23
年
6
月
分
ま
で
）
の
申
請
は
、

7
月
末
ま
で
受
け
付
て
い
ま
す
。

年　　度

平成13年度の月分
平成14年度の月分
平成15年度の月分
平成16年度の月分
平成17年度の月分
平成18年度の月分
平成19年度の月分
平成20年度の月分

○免除の承認を受けた年度の保険料を平成23年度に追納する場合の額

全額免除

15,350円
14,760円
14,540円
14,340円
14,380円
14,440円
14,470円
14,580円

4分の3免除

－
－
－
－
－

10,830円
10,840円
10,940円

半額免除

－
7,380円
7,270円
7,170円
7,190円
7,220円
7,230円
7,290円

4分の1免除

－
－
－
－
－

3,610円
3,610円
3,640円

※平成21年度および平成22年度の追納額には加算がつきません。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
は
、
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
4
段
階
の
基
準
額
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
、
必
要
な
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
将
来
受
取
る
年
金

額
は
免
除
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
全
額
免
除

●
4
分
の
1
納
付（
保
険
料
月
額
3
7
6
0
円
）

●
2
分
の
1
納
付（
保
険
料
月
額
7
5
1
0
円
）

●
4
分
の
3
納
付（
保
険
料
月
額
1
万
1
2
7

0
円
）

※
一
部
納
付
は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納

付
し
な
か
っ
た
場
合
、
未
納
と
同
じ
扱
い

と
な
り
ま
す
。

■
免
除
判
定
基
準

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
各
々
が
所
得

基
準
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

《
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
》

30
歳
未
満
の
方
は
、
世
帯
主
の
所
得
の
多

寡
に
か
か
わ
ら
ず
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
審

査
で
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

猶
予
制
度
で
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ

れ
ま
す
。

《
追
納
制
度
》

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
期
間
に

比
べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
10
年
以
内
（
平
成
23
年
4
月
分
は

平
成
33
年
4
月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
後
か
ら

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
し
た
期

間
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す（
下
表

参
照
）。

《
退
職（
失
業
）の
特
例
》

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
退
職
し

た
方
は
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
証
や
離

職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
を
添
付
す
れ
ば
、

保
険
料
免
除
制
度

●問い合わせ　日本年金機構大月年金事務所（蕁22―3811）
市民課国保年金担当（蕁62―3112）

そ
の
方
の
所
得
審
査
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

《
申
請
手
続
き
》

市
民
課
国
保
年
金
担
当
、
秋
山
支
所
ま
た

は
各
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物

印
鑑
・
年
金
手
帳

※
代
理
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状
、

代
理
人
の
免
許
証
・
保
険
証
等
も
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

大切な年金だから、保険料を納付

するのが困難な場合は、免除・猶予

制度を有効に活用しましょう！！
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不
法
投
棄
は
犯
罪
行
為
で
す

ご
み
を
集
積
所
以
外
の
場
所
に
捨
て
る
こ

と
は
不
法
投
棄
に
あ
た
り
、
こ
れ
は
犯
罪
行

為
に
な
り
ま
す
。

※
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
第
16
条
に
お
い
て
、「
何
人
も
、
み

だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
す

る
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
は
、「
5

年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
1
千
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
し
、
ま
た
は
こ
れ
を
併
科
す

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
土
地
所
有
者
の
責
務
》

ご
み
は
、
い
っ
た
ん
捨
て
ら
れ
た
場
所
に

繰
り
返
し
捨
て
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
所
有
地
・
管
理
地
に
不
法
投
棄
が
行

わ
れ
、
ご
み
の
投
棄
者
が
判
明
し
な
い
場
合

は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
第
5
条
（
清
潔
の
保
持
等
）
の
規
定

に
よ
り
、
原
則
と
し
て
土
地
の
所
有
者
・
管

理
者
が
、
自
ら
の
責
任
で
ご
み
を
処
理
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
山
林
や

田
畑
、
空
き
地
な
ど
の
土
地
を
所
有
・
管
理

す
る
方
は
ご
み
を
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
、
適

正
に
管
理
し
、
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
づ

く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

《
自
分
の
土
地
を
守
る
の
は
自
分
自
身
で

す
。
不
法
投
棄
を
予
防
す
る
た
め
に
対
策

を
立
て
ま
し
ょ
う
》

・
こ
ま
め
に
草
刈
を
し
、
見
通
し
の
き
く
き

れ
い
な
状
態
に
し
て
お
く
。

・
柵
を
す
る
、
入
口
に
鍵
を
設
け
る
な
ど
、

進
入
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
る
。

・
定
期
的
に
見
回
り
を
す
る
な
ど
、
常
に
土

地
の
状
況
を
把
握
し
て
お
く
。

《
他
人
に
土
地
を
貸
す
場
合
、
契
約
は
書
面

で
結
び
ま
し
ょ
う
》

土
地
を
借
り
て
い
た
人
が
長
い
間
ご
み
を

野
積
み
状
態
に
し
、
ご
み
を
放
置
し
た
ま
ま

行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、
地
主
が
ご
み

の
処
理
に
困
る
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
土
地
を
他
人
に
貸
す
場
合
に
は
、
ご

み
の
野
積
み
や
放
置
が
行
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
土
地
の
状
況
を
定
期
的
に
把
握
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
地
主
が
片
付

け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

市
で
は
、
良
好
な
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
県
や
上
野
原
建
設
業
協
力
会
と
協
力
し

市
内
の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
ほ
か
、
不
法
投
棄
防
止
看
板
の
配
布
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
に
対
し
軍
手
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
提
供
な
ど
、
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
心
な
い
人
た
ち
に
よ
る
粗
大
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
は
後
を
絶
た

な
い
の
が
現
状
で
す
。
市
が
平
成
22
年
度
に
撤
去
し
た
不
法
投
棄
の
量
は
、
約
14
ト
ン

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
撤
去
し
た
分
だ
け
で
、
実
際
に
は
山
林
、
河
川
、
道
路
、
空
地

な
ど
に
も
っ
と
多
く
の
不
法
投
棄
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
環
境
を
良
好
に
保
つ
に
は
、「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
知
ら

な
い
顔
を
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
問
題
と
し
て
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

《
土
地
や
倉
庫
を
貸
す
と
き
は
、
相
手
方
や

事
業
内
容
を
き
ち
ん
と
調
べ
ま
し
ょ
う
》

土
地
を
賃
貸
す
る
と
き
は
、
相
手
方
を
き

ち
ん
と
調
査
し
て
、
使
用
用
途
制
限
や
不
適

正
処
理
防
止
な
ど
に
関
す
る
条
項
を
盛
り
込

ん
だ
契
約
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

家
電
4
品
目
の
排
出
方
法

7
月
24
日
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま

す
。
不
用
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
は
、
家
庭
用
エ

ア
コ
ン
、
電
気
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
電
気
洗

濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
と
と
も
に
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
小
売
業
者
ま
た
は
製

造
業
者
等
（
製
造
業
者
等
が
指
定
）
に
引
き

渡
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は
一
切
引
き
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
監
視

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
監
視
な
ど
の
協
力
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
現
場
を
発
見
し
た
場
合
な
ど

は
、
現
場
の
状
況
や
不
法
投
棄
を
行
っ
た
車

の
ナ
ン
バ
ー
等
を
わ
か
る
範
囲
で
、
す
ぐ
に

生
活
環
境
課
ま
た
は
上
野
原
警
察
署
へ
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）、
上
野
原
警
察
署

（
蕁
63
―

0
1
1
0
）



：接種済

▼日本脳炎の標準的な接種

6年以上慨ね1年6～28日
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全国瞬時警報システム（Ｊ
ジェイ

－ＡＬＥＲＴ
ア ラ ー ト

）の試験放送

1期が終了していない方は、まず1期の未接種分を受けてください。
従来、7歳6か月から9歳未満の接種については接種費用の助成が受けられませんでしたが、5月20日からは助成の対

象になります。1期および2期の予診票は母子手帳にて接種歴を確認してからお渡ししますので、保健センターへお越
しください。未接種分の接種方法については、下表を参考に医師に相談して受けてください。

残り4回

《28日以降の緩和規定あり》 《できれば5年》

6日以上6日以上6日以上
残り3回

《できれば5年》

6日以上6日以上
残り2回

《できれば5年》

6日以上6日以上
残り1回

《できれば5年》

第1期初回
1回目相当

第1期初回
2回目相当

第1期追加
第2期相当
（9歳以上）

《平成7年6月1日～平成19年4月1日生まれの方》

※7歳6か月から9歳未満の間の接種についても定期接種になります。

▼日本脳炎接種スケジュール

：未接種

日本脳炎定期予防接種の特例措置

対象年齢

第1期：満6か月～
7歳6か月未満

※第1期の標準的な接種

年齢：3歳に達してから

第2期：9歳～
13歳未満

接種回数・間隔

第1期初回：6日～28日の間隔
で2回接種

1期追加：1期初回終了後1年

後に1回接種

1回

●問い合わせ　

長寿健康課保健担当（蕁62-4134）

市では、平成22年度に全国瞬時警報システム（ＪーＡＬＥＲＴ）を整備しました。

このシステムは、すぐに対処が必要な有事情報や気象庁からの地震・気象等の情報が人工衛生を経由し送信され、

市の防災行政無線を自動的に起動して、緊急情報をお伝えするものです。

これらの緊急情報が放送された場合は、テレビやラジオ等の情報に注意し、落ち着いて行動してください。

区 分

国民保護関係

・弾道ミサイル情報

・航空攻撃情報

・ゲリラ、特殊部隊攻撃情報

・大規模テロ情報

緊急地震速報

地 震 情 報

東 海 地 震

関 連 情 報

推定震度4～7

震度4～7

注意情報、予知情報

有事サイレン

緊急地震速報

チャイム

例）ミサイル発射情報。当地域に着弾す

る可能性があります。屋内に避難し、

テレビ、ラジオをつけてください。

例）緊急地震速報。大地震（おおじしん）

です。大地震です。

チャイム

例）こちらは防災上野原です。震度○

の地震が発生しました。火の始末をし

てください。テレビ、ラジオをつけ落

ち着いて行動してください。

チャイム

例）こちらは防災上野原です。ただいま

○○情報が発表されました。テレビ・

ラジオの情報に注意してください。

警 報 音 放 送 内 容

《放送される情報と放送内容》

運用開始にともない7月

17日（日）午前10時から

試験放送を実施します。試

験放送については、左記内

容のいずれかを予定してい

ます。ご迷惑をお掛けしま

すがご理解とご協力をお願

いします。

●問い合わせ　

総務課行政防災担当

（蕁62-3117）

《試験放送のお知らせ》

『平成7年6月1日～平成19年4月1日生まれの方』で、平成17年度から平成21年度の間、日本脳炎予防接種の積極的

な接種勧奨の差し控えにより接種機会を逃していた方は、平成23年5月20日付けの「予防接種法施行令」等の改正に

ともない、特例措置の対象者となりました。これにより、日本脳炎予防接種を20歳未満で接種した場合、従来の対

象者と同様に定期予防接種の対象となり、接種費用の助成が受けられるようになりました。

《平成7年6月1日～平成19年４月１日の間に生まれた方の接種について》

《平成19年４月２日以降に生まれた方の接種について》
下記の日本脳炎の標準的な接種の表のとおり受けてください。
7歳6か月から9歳未満の期間に接種した場合は任意接種になります。接種費用の助成が受けられません。
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夏
休
み
の
交
通
事
故

防
止
の
お
願
い

い
よ
い
よ
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
夏
休
み
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
家
族
そ
ろ
っ
て
の

旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
楽
し
み
に

し
て
い
る
ご
家
庭
も
多
く
あ
る
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
夏
の
楽
し
い
思
い
出

と
す
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
家
族
全
員

で
交
通
安
全
を
お
願
い
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昨
年
一
年
間
の
交

通
事
故
死
亡
者
数
は
、
全
国
で
4

8
6
3
名
、
県

内
で
49
名
（
全

国
41
位
）
で
し

た
。

今
年
の
5
月
末
現
在
の
県
内
に

お
け
る
交
通
事
故
の
状
況
を
見
ま

す
と
、
発
生
件
数
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
22
名
の
方
が
交
通
事

故
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く
な
ら
れ

て
お
り
、
特
に
4
月
と
5
月
に
発

生
し
た
8
件
の
死
亡
事
故
の
う
ち

7
件
が
高
齢
者
が
亡
く
な
ら
れ
た

事
故
で
し
た
。

幸
い
に
も
、
上
野
原
警
察
署
管

内
で
は
、
交
通
事
故
の
発
生
は
あ

っ
た
も
の
の
、
平
成
21
年
1
月
25

日
以
降
、
交
通
死
亡
事
故
の
発
生

は
な
く
、
昨
年
12
月
に
は
「
交
通

長 室
だ
よ
り

市
上
野
原
市
長

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

※
こ
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
は
、
陳

情
等
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

●
日
時

7
月
26
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

死
亡
事
故
抑
止
700
日
」
達
成
に
な

り
、
山
梨
県
警
察
本
部
長
よ
り
感

謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
6
月
13
日
現
在
869
日
目
と
そ

の
記
録
を
更
新
し
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
緩
み
や
油
断
が
大
き
な
要
因

で
あ
る
だ
け
に
、
余
裕
を
持
っ
た

旅
行
日
程
を
た
て
、
ド
ラ
イ
ブ
中

は
心
に
ゆ
と
り
と
交
通
安
全
意
識

を
持
ち
、
時
々
休
憩
を
と
る
な
ど

し
て
、
歩
行
者
や
同
乗
者
へ
の
配

慮
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
楽
し
く
思
い
出
に
残

る
家
族
の
絆
を
築
い
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

第
1
回
目
と
し
て
、
5
月
25
日
、

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
お
伺
い

し
、
参
加
者
と
意
見
交
換
し
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
「
近
く
の
公
園

ま
で
行
く
の
に
、
歩
道
が
な
い
た

め
大
変
危
険
」「
公
園
内
に
日
光

を
遮
る
も
の
が
な
い
の
で
、
植
樹

や
屋
根
な
ど
で
日
陰
を
造
っ
て
欲

し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

飛
び
出
せ
市
長
室
は
、
お
伺
い

し
た
意
見
を
市
政
運
営
の
一
助
と

し
て
活
用
し
、
み
な
さ
ん
と
市
政

に
関
す
る
相
互
理
解

を
深
め
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
引
き
続
き
み

な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

お
伺
い
し
ご
意
見
を

頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

《
4
月
の
主
な
開
催
記
録
》

意
見
　
情
報
基
盤
整
備
事
業
も
5

年
経
つ
が
、
音
声
告
知
端
末
な

ど
を
有
効
活
用
で
き
な
い
か
。

回
答
　
第
4
期
工
事
が
完
了
し
た

段
階
で
音
声
告
知
端
末
等
の
有

効
活
用
を
進
め
て
い
く
予
定
。

意
見
　
停
電
時
に
情
報
伝
達
が
難

し
い
こ
と
か
ら
無
線
な
ど
を
有

効
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

回
答
　
無
線
や
衛
星
携
帯
電
話
な

ど
も
活
用
し
防
災
対
策
を
進
め

て
行
き
た
い
。

飛
び
出
せ
、
市
長
室
！
！

▲参加者から子育てに関する日ごろの悩みや不安などを聞

く江口市長

市
で
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
や
集
ま
り

な
ど
に
市
長
が
直
接
お
伺
い
し
、
日
ご
ろ
の
活
動
を
拝
見

し
な
が
ら
意
見
交
換
す
る
「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
！
！
」

を
試
行
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
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もしもの時のために
～大震災に学ぼう～

3月11日の東日本大震災では、大きな犠牲をはらいま
したが、災害時に何が起こるか、何が出来るのか、そし
て、今何をしておくべきなのか、現実味をもって考える
機会を与えてくれました。
内閣府男女共同参画局長の岡島敦子さんは、東北の被

災地において、避難所の男女別更衣スペースがつくられ
るまで時間がかかったことや、女性専用の洗濯干し場が
つくれない状況だったことを、4月に開催された講演会
で話していました。
また、国は、昨年12月にまとめた「第3次男女共同参

画基本計画」のなかに、防災分野についても男女の共同
を進める内容を盛り込み、今回の被災地でも弱者の立場
に立った出来る限りの対応を行うはずでした。
しかし、実際の現場では、まだまだ女性の視点や子ども、

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.59

高齢者、障害をもっている方への配慮が向けられにくい状
況だったことを岡島局長は講演会で話していました。
この背景には、災害時の実行部隊に女性が少ないこと

もあるようです。例えば、山梨県でも防災会議の委員に
残念ながら女性の委員が入っていません。
これからは、災害対策などに女性の視点が活きるよう

女性を積極的に参画させるとともに、男女を問わず、誰
もが生活者の視点を持つことが大切です。
先の震災でもあったように、帰宅できない家族が出る

場合もあります。その時に残った家族だけで子どもの世
話が問題なく出来るでしょうか。おばあちゃんの様子に
気を配れるでしょうか。
そのような事態を想定し、家族それぞれの役割を交代

してみたらどうでしょうか。すぐにそれぞれの役割を交
代するのは難しいかもしれません。しかし、一緒にやっ
てみるだけでも災害時にどうすればいいのかを考える機
会になります。
みなさんも、大震災に学び、「もしも」の時の為にも

万全の準備をしましょう。

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・細川

進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

松山

後藤

桜井

※6

※7

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭・※1前田

小林

長坂

高橋

高橋

川村

須田
※5大野（時間制限）

宮田

豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　7月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

※2

交代制

水曜日

両角・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

吉田

吉田

戸島

館野

水越

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

長谷部

喜瀬（予約第1週）
山梨大非常勤医師交代

高橋

平良（予約）

高橋

※3

※4大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科の金曜日は、第2・4週のみ前田医師が診療を行います。
※2 整形外科の火曜日は、第1・3・5週が松原医師、第2・4週が西田医師の診療となります。
※3 整形外科の木曜日は、第2・4週のみ中島医師が診療を行います。
※4 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※5 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに受付した患者様の診療となります。
※6 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※7 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は6月20日現在の予定です。）
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健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

《
自
分
の
望
む
生
活
は
？
》
　
　
　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
生
活
の
中

で
の
楽
し
み
は
何
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、「
旅
行
に
行
く
こ
と
」

「
趣
味
活
動
」「
仕
事
を
す
る
こ
と
」

な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
た
く
さ
ん

の
楽
し
み
方
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
楽
し
み
方
は

「
健
康
」
を
支
え
る
源
と
な
り
ま

す
。

《
健
診
受
診
の
勧
め
》

み
な
さ
ん
は
、
健
診
を
年
に
一

度
受
診
し
て
い
ま
す
か
？
市
で
は

春
の
集
団
検
診
を
実
施
し
、
約
1

0
0
0
人
近
く
の
方
が
検
診
を
受

診
し
ま
し
た
。
市
の
集
団
検
診
の

受
診
者
は
微
増
で
は
あ
り
ま
す

が
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

以
前
に
比
べ
る
と
健
康
に
関
心
を

持
つ
方
が
増
え
て
き
た
た
め
か
、

健
診
を
受
け
る
方
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

《
健
診
は
自
分
の
健
康
を
振
り
返

る
よ
い
機
会
で
す
》

健
診
は
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を

見
直
す
よ
い
機
会
で
す
。

ま
た
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治

療
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
症

状
は
な
く
て
も
様
々
な
疾
患
が
発

見
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
生

活
習
慣
に
原
因
が
あ
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
ご
自
身
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
改
善
し
て
い
く
良
い
機

会
と
な
り
ま
す
。

《
集
団
検
診
の
内
容
》

み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
、
集
団

検
診
で
ど
の
よ
う
な
検
査
を
行
っ

て
い
る
か
、
よ
く
知
ら
な
い
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。

市
の
集
団
検
診
で
は
、
特
定

（
基
本
）
健
診
、
肺
が
ん
・
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
肝
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。（
子
宮
が
ん
検
診
は
今

年
度
、
婦
人
科
検
診
日
の
み
の
実

施
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

齢
や
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

よ
っ
て
受
診
で
き
る
項
目
が
異
な

り
ま
す
）

特
定
（
基
本
）
健
診
は
、
医
師

の
診
察
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、
尿
検

査
、
身
体
計
測
が
行
わ
れ
ま
す
。

が
ん
検
診
は
、
主
に
検
診
車
の

中
で
行
い
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や

超
音
波
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
集
団
検
診
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
検
査
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
検
査
も
全
て
み
な
さ
ん
が
安

心
し
て
検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
多
く
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
職
員

が
丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

《
秋
の
集
団
検
診
・
婦
人
科
検
診

を
実
施
し
ま
す
》

市
で
は
、
秋
に
も
集
団
検
診
・

婦
人
科
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
い
日
程
や
内
容
に
関
し
て

は
、
4
月
号
広
報
に
同
封
さ
れ
た

「
保
健
事
業
の
ご
案
内
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
は
8
月
12
日（
金
）

ま
で
で
す
。

今
年
度
ま
だ
健
診
を
受
診
し
て

い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

金
婚
式
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

市
で
は
、
毎
年
各
地
区
敬
老
会

の
席
上
で
、
金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
式
の
対
象
者
に
、
褒
状
・

記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま

す
。

《
平
成
23
年
度
対
象
者
》

●
金
婚
式

昭
和
36
年
中
に
婚
姻
届
を
提
出
　

し
て
い
る
ご
夫
婦

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
26
年
中
に
婚
姻
届
を
提
出

し
て
い
る
ご
夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を

提
出
し
て
い
な
く
て
も
、
次
の

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
金
婚
式

昭
和
37
年
中
に
第
1
子
が
誕
生

し
て
い
る
場
合

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
27
年
中
に
第
1
子
が
誕
生

し
て
い
る
場
合

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
地

区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

「
第
25
回
山
梨
県
高
齢
者
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

お
知
ら
せ

山
梨
県
歯
科
医
師
会
で
は
、

「
第
25
回
山
梨
県
高
齢
者
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。

《
テ
ー
マ
》

「
一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う
」

●
応
募
資
格
　
平
成
23
年
3
月
31

日
現
在
で
70
歳
以
上
に
な
っ
て

い
る
人
（
昭
和
16
年
3
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

●
応
募
期
間
　
6
月
1
日（
水
）

か
ら
7
月
8
日（
金
）
ま
で

●
審
査
方
法
　
第
1
次
審
査
は
、

7
月
28
日（
木
）に
書
類
選
考
を

行
い
ま
す
。
第
2
次
審
査
は
、

8
月
27
日（
土
）健
診
・
面
接
を

行
い
ま
す
。

●
入
賞
者
の
発
表
・
表
彰
お
よ
び

記
念
品
授
与
　
12
月
4
日（
日
）

開
催
の「
第
28
回
山
梨
県
民
歯
科

保
健
の
つ
ど
い
」で
行
い
ま
す
。

※
申
込
み
等
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
歯
科
医

師
会
（
蕁
0
5
5
│

2
5
2
│

6

4
8
1
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

▲健診車が並ぶ市役所

公用車駐車場



上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

★乳幼児健診（7/1～8/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸がん検診
※医師の判断で子宮頸体部がん検診を実施した場
合の自己負担金は2,200円となります。

◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院・
稚枝子おおつきクリニック

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください。（山梨県内のみ）

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★骨粗鬆症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月1

日までに次の年齢になる女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 7月19日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へ申し込んで

ください。
◎受付時間 午後1時～5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

申込み・問い合わせ
0554－62－5121

0120－28－5592

042－644－3721

055－263－7071
042－622－7268

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）
多摩相互病院（八王子市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり
なし

★歯周疾患検診
市では、次の年齢の方を対象に歯周疾患検診を

実施しています。何歳になっても自分の歯で食べ
られる楽しみをもちつづけ、健康を維持するため
にも、歯周疾患検診を受診しましょう。
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月

1日までに次の年齢になる方　
40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳

◎検 診 料 800円
◎医療機関 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みくださ

い。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」、「お友だちと上手に遊べない」などの悩みご
との相談を行っています。
◎日　　時 7月25日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の就学前のお子さんと保護

者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入

者、75歳以上の後期高齢者医療制度の
被保険者

◎健 診 料 自己負担金14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関へ直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各実施機関へお問い合わせくだ
さい。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※車でお越しの方は、旧役場跡地に駐車してくだ
さい。

※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

15 広報うえのはら　平成23年7月号　　　　　

午前
午後
午前

午後

3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3歳児健診

2 歳 児

健 診

幼 児

歯 科 検 診

該当児

平成23年3月10日～
4月24日生

平成22年8月16日～9月30日生
平成21年11月16日～

12月31日生
平成20年2月16日～3月25日生
平成21年4月1日～5月20日生
平成21年5月21日～6月30日生
平成21年11月16日～

平成22年2月28日生
平成20年3月26日～6月30日生

7月13日
（水）
7月13日
（水）

実施日

8月 9日（火）

7月 7日（木）

7月19日（火）

8月 1日（月）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

例
年
夏
季
に
は
、
湖
沼
、
河
川
、

用
水
路
な
ど
で
水
の
事
故
が
発
生

し
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
時
期
は
、
集
中
豪
雨

等
で
河
川
が
増
水
し
被
害
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
発
生
し
ま
す
。

川
の
近
く
で
キ
ャ
ン
プ
を
す
る

場
合
は
、
天
気
や
周
囲
の
状
況
を

把
握
し
、
水
の
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

《
水
難
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
る

た
め
の
注
意
事
項
》

・
水
泳
や
水
遊
び
す
る
場
合
は
必
ず

保
護
者
が
付
き
添
い
監
視
す
る
。

・
体
調
が
悪
い
と
き
や
危
険
区
域
の

指
定
（
警
告
）
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
絶
対
に
泳
が
せ
な
い
。

・
湖
沼
な
ど
で
ボ
ー
ト
遊
び
を
す

る
場
合
は
、
ボ
ー
ト
か
ら
の
飛

び
込
み
な
ど
危
険
な
行
為
を
さ

せ
な
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
警
察
署

地
域
課
（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

の
お
知
ら
せ

山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、
県
下

一
斉
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。

●
日
時

8
月
12
日（
金
）午
後
1

時
〜
4
時

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
Ｂ

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容

離
婚
・
相
続
・
土

地
等
の
賃
貸
借
や
損
害
賠
償
・

サ
ラ
金
等
の
消
費
者
問
題
な
ど

●
定
員

6
名

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
申
込

み
（
予
約
制
）

●
申
込
期
間

7
月
28
日（
木
）

〜
8
月
10
日（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
程
度
で

す
。
相
談
さ
れ
る
際
は
、
相
談

内
容
に
関
す
る
書
類
等
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

《
第
61
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
行
動
目
標
》

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、応
急
手
当
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

7
月
23
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限

7
月
18
日（
祝
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
力
し
よ
う

ま
た
、
重
点
事
項
と
し
て
「
犯

罪
や
非
行
を
し
た
者
の
就
労
支

援
」
を
掲
げ
、
市
で
も
上
野
原
地

区
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

こ
の
間
に
学
校
訪
問
や
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
、
駅
で
の
宣
伝
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
連
携
や

家
族
の
絆
を
深
め
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
お
互
い
に
支
え
合
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

地
域
を
つ
く
る
推
進
機
運
が
定
着

し
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

7
月
6
日（
水
）、13
日

（
水
）、20
日（
水
）、27
日（
水
）、
8

月
3
日（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
第
2
、
4
週

の
午
前
11
時
〜
正
午
）」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
民
プ
ー
ル
に
は
、
サ
ウ
ナ
付

き
の
お
風
呂
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水
中
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
市
民
プ
ー
ル
》

●
開
館
時
間

・
午
前
の
部
　
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

・
午
後
の
部
　
午
後
1
時
30
分
〜

午
後
4
時
30
分

・
夜
間
の
部
　
午
後
5
時
30
分
〜

8
時
30
分
（
夏
季
6
月
〜
9
月

は
午
後
9
時
30
分
）

《
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

●
開
催
日
時

毎
週
月
曜
日
午
後

2
時
30
分
〜
、
毎
週
木
曜
日
午

前
10
時
30
分
〜

●
問
い
合
わ
せ

市
民
プ
ー
ル

（
蕁
63
―

6
0
7
0
）
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一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

技
能
講
習
会

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
で
は
、
一
般
家
庭
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
技
能
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時

8
月
23
日（
火
）〜
9
月

1
日
（
木
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時

※
土
日
を
除
く
8
日
間

●
場
所

都
留
市
ぴ
ゅ
あ
富
士

●
内
容

襖
、
障
子
の
張
替
え
、

ガ
ラ
ス
や
網
戸
サ
ッ
シ
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
水
廻
り
の
清
掃
等

の
基
本
と
効
率
的
な
作
業
の
方

法
を
講
義
と
実
技
で
習
得
し
ま

す
。

●
対
象
者

就
職
・
就
業
を
希
望

す
る
55
歳
以
上
の
高
齢
者
で
公

共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職

登
録
が
必
要

●
受
講
料

無
料

●
定
員

20
名

※
定
員
を
上
回
る
場
合
に
は
、
書

類
選
考
等
に
よ
り
決
定
し
、
可

否
通
知
を
郵
送
に
て
連
絡
し
ま

す
。

●
締
切
日

8
月
8
日（
月
）

●
問
い
合
わ
せ

（
社
）山
梨
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会（
蕁
0
5
5
│

2
2
8
│

8
3

8
3
）、（
社
）山
梨
県
東
部
地

方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
上
野
原
事
務
所
（
蕁
62
│

4

7
0
0
）

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

山
梨
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ

ん
に
統
計
グ
ラ
フ
の
作
成
を
と
お

し
て
、
統
計
を
活
用
し
、
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
第
59
回
山
梨
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。
あ
な
た
の
普
段
気
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
な
ど
を
調
べ
、
作
品
を
つ
く

っ
て
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
資
格

県
内
在
住
の
小
学

生
以
上
の
方（
次
の
6
部
門
に

分
か
れ
ま
す
）

・
第
1
部

小
学
校
1
・
2
年
生

・
第
2
部

小
学
校
3
・
4
年
生

・
第
3
部

小
学
校
5
・
6
年
生

・
第
4
部

中
学
生

・
第
5
部

高
校
生
以
上
の
生

徒
・
学
生
、
一
般

・
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

小
学
生
以
上

●
課
題

自
由（
た
だ
し
、
小
学

校
4
年
生
以
下
の
児
童
に
つ
い

て
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査

し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も

の
と
し
ま
す
）

●
規
格

Ｂ
2
判（
72
・
8
㎝
×

51
・
5
㎝
、
紙
質
、
色
彩
は
自

由
で
す
が
、
パ
ネ
ル
仕
上
げ
、

表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
等
の

調
製
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

●
応
募
方
法

郵
送
ま
た
は
持
参

●
募
集
期
限

9
月
7
日（
水
）

●
そ
の
他

優
秀
な
作
品
は
「
統

計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
品
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
統
計
調
査
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

山
梨
県

企
画
県
民
部
統
計
調
査
課（
甲

府
市
丸
の
内
1
―

6
―

1
蕁
0
5

5
―

2
2
3
―

1
3
4
4
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
お
知
ら
せ

《
情
報
交
換
会
等
の
開
催
》

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
で
は
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害

者
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家

族
の
方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報

交
換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る

た
め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
、

奇
数
月
の
第
3
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

7
月
20
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室
5

●
問
い
合
わ
せ

相
談
支
援
事
業

所
「
ド
リ
ー
ム
宝
」
森
島

（
蕁
23
―

0
4
6
0
）

節
水
の
お
願
い

今
年
の
夏
は
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
、
電
力
が
不
足
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
施
設
で
は
、
大
量
の

『
汚
水
』
を
『
き
れ
い
な
水
』
に

す
る
た
め
、
多
く
の
電
力
を
使
っ

て
い
ま
す
。

下
水
道
施
設
に
入
っ
て
く
る
汚

水
の
量
を
減
ら
す
こ
と
は
、
節
電

効
果
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
、
節
電
対
策
と

し
て
節
水
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
県
土
整

備
部
下
水
道
課
（
蕁
0
5
5
│

2

2
3
│

1
7
2
6
）、
山
梨
県
下
水

道
公
社
（
蕁
0
5
5
│

2
6
3
│

2

7
3
8
）、
市
下
水
道
課
下
水
道

担
当
（
蕁
62
│

3
1
4
5
）
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多
重
債
務
相
談
窓
口
開
設
の

お
知
ら
せ

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

で
は
、
無
料
の
多
重
債
務
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
員
が
電
話
や
来
庁
者
か
ら

相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
法

律
専
門
家
に
引
継
ぎ
ま
す
。

●
相
談
時
間

月
〜
金
曜
日（
土

日
祝
日
を
除
く
）
午
前
8
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

30
分

●
問
い
合
わ
せ

関
東
財
務
局

甲
府
財
務
事
務
所
多
重
債
務
相

談
窓
口
（
蕁
0
5
5
│

2
5
3
│

2
2
6
1
）

平
成
23
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
、
平
成
23
年
度
自
衛
官
等
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

■
陸
・
海
・
空

自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

在
任
中
に
各
種
資
格
免
許
の
取

得
も
可
能
で
す
。

●
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
●
受
付
期
間

8
月
1
日（
月
）

〜
9
月
9
日（
金
）

●
試
験
期
日（
筆
記
試
験
）

・
男
子
　
9
月
17
日
（
土
）

・
女
子

9
月
24
日
（
土
）

■
陸
・
海
・
空

一
般
曹
候
補
生
（
定
年
制
）

3
曹
昇
任
後
4
年
で
幹
部
へ
の

受
験
が
可
能
で
す
。

●
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
●
受
付
期
間

8
月
1
日（
月
）

〜
9
月
9
日（
金
）

●
1
次
試
験

9
月
17
日（
土
）

■
海
・
空
航
空
学
生

戦
闘
機
・
哨
戒
機
・
輸
送
機
・

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を

養
成
し
ま
す
。

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

8
月
1
日（
月
）

〜
9
月
9
日（
金
）

●
1
次
試
験

9
月
23
日（
祝
）

■
看
護
学
生（
男
・
女
）

3
年
間
の
教
育
で
正
看
護
師
を

養
成
し
ま
す
。

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
24
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
5
日（
月
）

〜
9
月
30
日（
金
）

●
1
次
試
験

10
月
22
日（
土
）

■
防
衛
大
学
校

卒
業
時
に
「
学
士
」
の
学
位
が

授
与
さ
れ
ま
す
。
卒
業
後
は
、
約

1
年
間
教
育
を
受
け
、
幹
部
に
任

官
さ
れ
ま
す
。

《
推
薦
》

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

※
高
等
学
校
長
の
推
薦
等
が
必
要

●
受
付
期
間

9
月
5
日（
月
）

〜
8
日（
木
）

●
試
験
期
日

9
月
24
日（
土
）・

25
日（
日
）

《
一
般
》

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
5
日（
月
）

〜
9
月
30
日（
金
）

●
1
次
試
験

11
月
5
日（
土
）・

6
日（
日
）

■
防
衛
医
科
大
学
校

優
秀
な
総
合
臨
床
医
を
養
成
し

ま
す
。
医
師
国
家
試
験
に
合
格
後

は
、
幹
部
に
任
官
さ
れ
ま
す
。

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
5
日（
月
）

〜
9
月
30
日（
金
）

●
1
次
試
験

11
月
5
日（
土
）・

6
日（
日
）

《
自
衛
官
募
集
相
談
員
》

市
で
は
、
4
月
か
ら
自
衛
官
募

集
相
談
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
相
談
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
岩
本
春
雄
　
新
田
地
区
在
住

（
蕁
62
―

4
1
6
8
）

・
原
田
保
正
　
秋
山
地
区
在
住

（
蕁
56
―

2
2
0
9
）

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
山
梨
地

方
協
力
本
部
大
月
地
域
事
務
所

（
蕁
22
―

1
2
9
8
）

平
成
23
年
度
消
防
設
備
士

試
験
の
受
験
案
内

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
山
梨
県
支
部
で
は
、
消
防
設
備

士
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
種
類
　
甲
種
・
乙
種

●
試
験
日

8
月
21
日
（
日
）

●
試
験
会
場

山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
願
書
受
付
期
間

《
書
面
申
請
》
7
月
8
日
（
金
）

〜
15
日（
金
）（
土
日
祝
日
除
く
）

《
電
子
申
請
》
7
月
5
日（
火
）

〜
12
日
（
火
）

●
願
書
受
付
場
所

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

※
郵
送
可

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
予
防
担
当
（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

第
4
回
「
上
野
原
み
ん
な
の

発
表
会
」
参
加
者
募
集

上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
実
行

委
員
会
で
は
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
形
成
と
福
祉
活
動
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
上
野
原
み
ん

な
の
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

10
月
16
日（
日
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
個
人
お
よ
び
団
体
の
ア

マ
チ
ュ
ア
と
し
ま
す
。

●
募
集
ジ
ャ
ン
ル

歌
、
踊
り
、

楽
器
演
奏
、
演
劇
、
朗
読
な
ど

舞
台
で
出
演
で
き
る
も
の

●
発
表
時
間

20
分
以
内（
舞
台

セ
ッ
ト
か
ら
撤
収
ま
で
）

●
参
加
費
用

一
人
1
0
0
0
円

●
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
を
教
育

委
員
会
に
設
置
し
て
あ
る
受
付

箱
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
秋

山
支
所
、
各
出
張
所
で
も
提
出

可
能
で
す
。

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
、
秋

山
支
所
、
各
出
張
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
8
月
24
日（
水
）

●
出
演
者
決
定

8
月
下
旬
ま
で

に
実
行
委
員
会
か
ら
代
表
者
に

通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

音
響
、
照
明
等
の
機

材
は
ホ
ー
ル
備
え
付
け
の
も
の

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
後
援

市
教
育
委
員
会
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府

放
送
局

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
み
ん
な

の
発
表
会
実
行
委
員
長
　
高
橋

茂
（
蕁
蕭
62
―

4
5
4
6
）
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「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
夏
休
み

子
ど
も
の
「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
つ
い
て
不
安
の
あ
る
方

は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
が
、
相
談
会
開
催

中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sodan@
rogako.kai.ed.jp

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

※
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時

7
月
13
日（
水
）〜
16
日

（
土
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所

県
立
ろ
う
学
校（
山
梨

市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
者

0
歳
児
〜
大
学
生

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ん
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
相
談

②「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ

り
方
に
つ
い
て
（
育
児
相
談
）

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
相
談

●
費
用

無
料

●
申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
事
前
予
約

●
申
込
締
切

7
月
8
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

ろ
う
学
校「
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」手
塚

（
蕁
0
5
5
3
―

22
―

1
3
7
8

蕭
0
5
5
3
―

22
―

6
4
1
9
）

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

市
民
大
会
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
市
民
大
会
」を
開
催
し

ま
す
。

《
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
子
ど
も
の

未
来
│
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

守
り
育
て
る
」

●
日
時

7
月
3
日（
日
）午
後
1

時
30
分
開
始（
受
付
午
後
1
時
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

・
社
会
へ
の
提
言
（
中
学
生
、
高

校
生
）

・
記
念
講
演
「
子
ど
も
の
心
と
体

が
危
な
い
│
家
庭
・
学
校
・
地

域
に
何
が
求
め
ら
れ
る
か
」（
講

師
　
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学

部
教
授
　
中
村
和
彦
先
生
）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

埼玉県内において、自治会が第2類医薬品である殺虫剤をペッ
トボトルに小分けし、これを誤飲した女性が意識不明となる重大
な健康被害が発生しました。
殺虫剤を小分けする行為は、医薬品の小分け製造であり、薬事

法第13条に基づく医薬品製造業の許可が必要となります。
また、医薬品については、誤使用を防止する観点から医薬品の

名称等が容器または包装にその医薬品の使用方法を誤らせやすい
ものであってはならないこと（薬事法第57条第1項）が定められ
ています。
このように必要な許可、適正な表示および包装なしに医薬品で

ある殺虫剤を小分けして配布することは薬事法違反となり、同時
に公衆衛生上の観点からも、重大な健康被害をもたらす可能性の
極めて高い危険な行為です。
みなさんには、このような事例が発生することを防ぐため、殺

虫剤の不適切な小分け配布を行わないよう、十分ご注意ください。
●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（蕁62-3114）

東日本大震災の影響により、電力供給が極めて厳しい状況となっ

ています。家庭やオフィスで、みんなが少しずつ節電の努力をする

ことで安定した電力供給につながります。また、一人ひとりの節電

が地球温暖化防止につながります。市民のみなさんも節電にご協力

をお願いします。

《家庭で出来る節電》

エアコン 設定温度は28℃以上を心がけよう。
「すだれ」や「よしず」などで窓から
の日差しを和らげ無理のない範囲でエ
アコンを消し扇風機を使いましょう。

冷蔵庫 冷蔵庫の設定を「強」から「中」に
変え、扉を開ける時間をできるだけ減
らし、食品を詰め込まないようにしま
しょう。

照 明 日中は照明を消し、夜間も照明をで
きるだけ消しましょう。

テ レ ビ 省エネモードに設定するとともに画
面の照度を下げ、必要な時以外は消し
ましょう。

待機電力 リモコンの電源でなく、本体の主電
源を切りましょう。長時間使わない機
器は、コンセントからプラグを外しま
しょう。

※注意　高齢者や小さなお子さんがいるご家庭は、過度な節電によ

る熱中症などの危険性があります。エアコンなどは、体調管理に

十分注意しながら、無理のない範囲で節電を行ってください。

●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（蕁62-3114）

節電にご協力をお願いします

殺虫剤の配布に注意しましょう
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ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
し
た
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
お
好
き
な
回

を
ど
な
た
で
も
無
料
で
受
講
で
き

ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連
携

講
座
で
す
。

●
講
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
開
催
時
間

午
前
11
時
20
分
〜

午
後
0
時
50
分
（
※
1
）

●
開
催
場
所

帝
京
科
学
大
学
上

野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
棟

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
、
平
日
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

※
予
定
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
帝
京
科
学
大
学ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
tu
.a
c
.jp

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
係

（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

警
察
官
採
用
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
警
察
本
部
で
は
、
平
成

23
年
度
第
二
回
山
梨
県
警
察
官
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
員
　

《
警
察
官
Ａ
》
男
性
18
名
程
度
、

武
道
指
導
2
名
程
度
、
女
性
2

名
程
度

《
警
察
官
Ｂ
》
男
性
17
名
程
度
、

女
性
2
名
程
度

●
試
験
日

9
月
18
日（
日
）

●
願
書
受
付
期
間

7
月
20
日

（
水
）〜
8
月
19
日（
金
）

※
電
子
申
請
は
、
8
月
12
日（
金
）

ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
警
察
署

警
務
部
（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

市
で
は
、
木
造
一
般
住
宅
の
耐

震
診
断
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
建
築
物（
次
の
各
項
目
す

べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が
対
象

で
す
）

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と（
1

所
有
者
に
つ
き
1
棟
が
対
象
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建

設
さ
れ
た
住
宅

・
木
造
で
従
来
工
法（
軸
組
工

法
・
伝
統
工
法
）で
建
築
さ
れ

た
住
宅

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

300
裃
以
下
の
住
宅

（
注
）農
家
等
で
、
2
・
3
階
を
蚕

室
用
と
し
て
建
築
し
た
建
物

で
、
下
2
階
上
2
階
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
は
3
階
建
て
と
な

り
対
象
外
で
す
。

・
専
用
住
宅
、
ま
た
は
併
用
住
宅

（
併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部

分
が
延
べ
床
面
積
の
2
分
の
1

以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用
し
て

い
る
住
宅
）

・
戸
建
住
宅
で
長
屋
お
よ
び
共
同

住
宅
以
外
の
も
の

・
市
税
等
未
納
が
な
い
方
が
所
有

す
る
住
宅

●
診
断
費
用

無
料

●
診
断
結
果

山
梨
県
建
築
士
事
務
所
協
会
員

で
組
織
す
る
耐
震
判
定
会
が
、

内
容
を
審
査
し
、
耐
震
診
断
報

告
書
を
市
か
ら
申
込
者
に
お
送

り
し
ま
す
。

●
申
込
期
間

7
月
1
日（
金
）〜
7
月
29
日

（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時
15

分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
診
断
実
施

耐
震
診
断
の
申
込
み
を
さ
れ
た

方
に
は
、
実
施
の
可
否
お
よ
び

時
期
等
に
つ
い
て
後
日
通
知
し

ま
す
。

●
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
建
設
課
計
画
担
当
ま
た
は

秋
山
支
所
、
各
出
張
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
、
建
設

課
ま
た
は
秋
山
支
所
、
各
出
張

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
担
当（
蕁
62
―

3
1

2
3
）

開催日
7月 7日（木）

7月14日（木）

7月21日（木）

7月28日（木）

7月 5日（火）
※1

7月11日（月）

7月20日（水）

7月25日（月）

こ
ど
も
学
科

旦　直子（帝京科学大学児童
教育学科講師）
藤原和夫
（漫画「のらくろ館」館主）
須田三枝子
(ソプラノ歌手二期会会員）
新山裕之
（港区立にじのはし幼稚園園長）

子どもとメディア

昔の子どもと今の子ども

子どもと音楽劇

身近な自然を生かす保育

講師（所属）
加隈良枝（帝京科学大学アニ
マルサイエンス学科講師）
北川健司
（㈱ＯＤＳＳ代表取締役）
関口麻衣子（帝京科学大学ア
ニマルサイエンス学科講師）
大辻一也（帝京科学大学アニ
マルサイエンス学科教授）

講演タイトル（仮題）
動物の福祉

野外活動での安全対策・安全管理

ペットの皮膚と皮膚病

ペットの健康を支える栄養
学研究

※1 7月5日（火）講演の開催時間は、午後3時20分～4時50分です。

《スケジュール》

わ
が
家
の
耐
震
診
断
・
木
造
一
般
住
宅
の

無
料
診
断
募
集
の
お
知
ら
せ
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広
　
　
告

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市有料広告
掲載要綱に基づいて実施します。詳細については、お問い合わせください。
《広報うえのはら》
●掲載料 月額10,000円（1枠）
●掲載期間 原則3か月　

《市ホームページ》
●掲載料 月額5,000円（1枠）
●掲載期間 1か月～12か月

●応募・問い合わせ　企画課政策推進担当（蕁62－3118）

夏
休
み
中
の
少
年
非
行
・
犯

罪
被
害
防
止
の
お
知
ら
せ

夏
休
み
の
時
期
は
、
開
放
感
や

気
の
ゆ
る
み
か
ら
生
活
が
乱
れ
が

ち
に
な
り
、
少
年
に
よ
る
非
行
や

喫
煙
、
夜
遊
び
、
暴
走
行
為
等
の

不
良
行
為
が
増
加
し
ま
す
。

少
年
が
非
行
に
走
る
前
に
は
、

生
活
態
度
や
行
動
に
必
ず
変
化
が

現
れ
ま
す
。

家
庭
で
は
、
こ
う
し
た
「
兆
し
」

を
い
ち
早
く
察
知
し
「
家
庭
で
の

対
話
」
や
「
心
の
ふ
れ
あ
い
」
を

大
切
に
し
て
、
節
度
あ
る
日
常
生

活
に
つ
い
て
指
導
助
言
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
警
察
署

刑
事
生
活
安
全
課
（
蕁
63
―

0

1
1
0
）

夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
警
察
本
部
で
は
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
て
交
通
事
故
の
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
児

童
・
生
徒
の
夏
休
み
と
夏
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
が
重
な
る
時
期
に
合
わ

せ
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

●
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
心
地
良
い
　
交
通
マ
ナ
ー
が

照
ら
す
未
来
（
あ
す
）」

●
重
点
目
標

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故

防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
悪
質
・
危

険
な
運
転
の
追
放

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

●
実
施
期
間
　

7
月
21
日
（
木
）
〜
8
月
20
日

（
土
）の
31
日
間

県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
安
全
で
思
い
や
り
の

あ
る
交
通
社
会
づ
く
り
の
た
め

も
、
積
極
的
に
こ
の
運
動
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
警
察
署

交
通
課
（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

上野原市職員採用試験を
実施します
市では、平成23年度職員採用試験を実施します。詳細は募集

要項または市ホームページでご確認ください。
○平成24年度採用予定
事務職（大学卒）若干名
消防職（高校卒）若干名
○受験資格
《事務職》

昭和58年4月2日以降に生まれた方で、大学を卒業した方（平
成24年3月までの卒業見込みを含む）またはこれらと同等以上
の資格を有する方

《消防職》

昭和61年4月2日以降に生まれた方で、高校を卒業した方（平
成24年3月までの卒業見込みを含む）またはこれらと同等以上
の資格を有する方

○試験日時および試験会場
・第1次試験 9月18日（日）午前9時から
・試験会場　もみじホール
○試験申込み
・試験申込受付期間 7月19日（火）～8月9日（火）
・受付時間 午前9時～午後5時（土・日を除く）
募集要項および試験申込書は、7月8日（金）から市役所総務
課で配布します。
また、市ホームページからダウンロードすることもできます。

ホームページアドレス http://www.city.uenohara.yamanashi.jp/
●問い合わせ 総務課人事秘書担当（蕁62－3117）



巌
地
区

奥
山
夢
徠
み
ら
い

（
純
一
）、
安
藤
希
月
さ
つ
き

（
公
人
）

島
田
地
区

梶
原
崇
悟
し
ゅ
う
ご

（
和
晃
）、
山
口
茉
紗
ま
あ
さ

（
恭
弘
）

上
野
原
地
区

宮
川
結
愛
那

ゆ

あ

な（
知
丈
）、
小
見
戸
か
の

（
哲
）、
渋
谷
蓮
寿
れ
ん
と

（
寿
宏
）、
田
村

倫
都
り
ん
と

（
晃
一
）、
佐
藤
朋
希
と
も
き

（
典
生
）、

飯
島
侑た
す
く（

純
）

秋
山
地
区

井
上
季
姫
あ
い
な

（
弘
一
）

大
目
地
区

小
澤
弘
昭
＝
中
込
早
央
里

巌
地
区

宮
城
賢
二
＝

瀬
美
穂

市
川
優
大
＝
濱
田
実
佳

島
田
地
区

白
木
建
司
＝
花
上
純
子

上
野
原
地
区

市
川
直
樹
＝
藤
本
佳
子

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
4
9

3
）

出
張
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

の
ご
案
内

職
場
内
に
最
近
、「
眠
れ
な
い
」、

「
元
気
が
な
い
」
な
ど
、
気
に
な

る
従
業
員
は
い
ま
せ
ん
か
？

富
士
・
東
部
保
健
所
で
は
、
職

場
内
の
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
希
望
す
る

場
所
へ
出
向
き
、
精
神
科
医
師
、

保
健
所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
出
張

講
座
」
や
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
行
い
ま
す
。

《
開
催
例
》

・
働
く
人
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

・
う
つ
病
っ
て
何
？
　
な
ど
　
　
　

●
対
象

従
業
員
50
人
未
満
の
小

規
模
事
業
所
、
介
護
施
設
等

●
申
込
期
間

平
成
23
年
6
月
〜

平
成
24
年
３
月

●
費
用

自
己
負
担
な
し

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
5
月
中
届
出
分
＝
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健
や
か
樹
海
ウ
ォ
ー
ク

2
0
1
1
の
ご
案
内

山
梨
県
で
は
、
健
や
か
樹
海
ウ

ォ
ー
ク
2
0
1
1
を
開
催
し
ま

す
。健

や
か
樹
海
ウ
ォ
ー
ク
2
0
1

1
で
は
、
青
木
ヶ
原
樹
海
の
豊
か

な
自
然
の
中
を
歩
く
こ
と
に
よ

り
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
の
解

放
と
歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
自
ら
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
日
時

8
月
7
日
（
日
）
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
2
時

●
集
合
場
所

富
士
五
湖
西
湖
野

鳥
の
森
公
園
（
富
士
河
口
湖
町
）

●
内
容

3
コ
ー
ス

・
風
穴
（
運
動
不
足
解
消
）
５
㎞

コ
ー
ス

・
風
穴
・
氷
穴
（
メ
タ
ボ
解
消
）

８
㎞
コ
ー
ス

・
風
穴
・
氷
穴
・
西
湖
（
健
康
増

進
）
11
㎞
コ
ー
ス

●
参
加
料

無
料

●
問
い
合
わ
せ

県
健
康
増
進
課

伝
　
　
言
　
　
板

西原地区 降矢 愛斗
あいと

ちゃん　（1歳8か月）
学さんリカさんの次男

“大きく育ってね！！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

上野原地区 古屋 亮
りょう

くん　（11歳11か月）

尚章
なおあき

くん（9歳11か月）

智
とも

くん　（1歳1か月）
彰さん香澄さんの長男・二男・三男

“いつまでも兄弟仲良く元気でいてね！！”

廣 德

廣 德



甲
東
地
区

和
智
き
わ
（
勝
利
）

巌
地
区

長
尾
す
い
（
清
）、
久
島
ノ
ブ
子

（
一
美
）、
大
神
田
康
雄
（
千
鶴
美
）

大
鶴
地
区

尾
形
泰
　
（
勝
人
）

島
田
地
区

山
口
ま
さ
子
（
明
美
）、
河
内
昭
子

（
不
二
雄
）

上
野
原
地
区

岩
下
久
子
（
昌
仁
）、
古
家
好
昭

（
昭
浩
）、
奥
山
ち
よ
子
（
正
）

棡
原
地
区

岡
部
延
（
加
藤
要
）、
白
鳥
秀
子

（
好
秋
）、
白
鳥
愛
子
（
吉
夫
）

西
原
地
区

岡
部
虎
男
（
博
康
）

秋
山
地
区

小
笠
原
志
　
子
（
杉
本
茂
）

23 広報うえのはら　平成23年7月号　　　　　

●
声
の
広
報
　
市
立
図
書
館
に

は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
広
報
う
え
の
は
ら
の
内
容
を

録
音
し
た
テ
ー
プ（
声
の
広
報
）

を
置
い
て
い
ま
す
。

声
の
広
報
は
、
上
野
原
朗
読

の
会
の
ご
協
力
に
よ
り
録
音
さ

れ
て
い
ま
す
。

一

般

書

◇
『
四
式
の
藍
』

西
條
奈
加
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
仇
討
ち
に
挑
む
四
人
の
女
。

し
か
し
、
四
人
そ
れ
ぞ
れ
の
愛

憎
や
思
惑
が
絡
み
合
い
、
事
件

は
意
外
な
展
開
を
・
・
・
。

◇
『
誇
り
あ
れ
』

東
直
己
／
著
　
双
葉
社

吹
雪
の
ス
ス
キ
ノ
で
、
道
北

の
小
さ
な
町
の
町
長
が
銃
撃
さ

れ
た
。
支
署
の
刑
事
た
ち
が
地

道
な
捜
査
の
末
に
見
た
も
の

は
、
身
内
で
あ
る
警
察
す
ら
取

り
込
ま
れ
た
巨
大
な
権
利
・

・
・
。

◇
『
飲
め
ば
都
』

北
村
薫
／
著
　
新
潮
社

本
を
愛
し
て
酒
を
飲
む
。
タ

ガ
を
外
し
て
人
と
会
う
。
そ
ん

な
酒
女
子
の
恋
の
末
は
？

◇
『
必
然
と
い
う
名
の
偶
然
』

西
澤
保
彦
／
著
　
実
業
之
日
本

社
今
日
は
倉
橋
譲
の
結
婚
式
。

こ
の
男
、
と
に
か
く
女
運
が
悪

く
て
・
・
・
。

◇
『
最
初
の
刑
事
』

ケ
イ
ト
・
サ
マ
ー
ス
ケ
イ
ル
／

著
　
日
暮
雅
通
／
訳
　
早
川
書

房
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
英

国
で
、
三
歳
の
男
児
が
惨
殺
さ

れ
た
。
事
件
の
捜
査
に
あ
た
っ

た
の
は
敏
腕
刑
事
ウ
ィ
ッ
チ
ャ

ー
。

児

童

書

◆
『
旅
の
は
じ
ま
り
は

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
』

三
田
村
信
行
／
作
　
あ
か
ね
書

房
◆
『
ユ
ミ
と
ソ
ー
ル
の
十
か
月
』

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ガ
ル
シ
ア

／
著
　
小
田
原
智
美
／
訳
　
作

品
社

◆
『
小
道
の
神
さ
ま
』

竹
内
も
と
代
／
著
　
ア
リ
ス
館

◆
『
乗
り
越
え
る
力
』

荒
川
静
香
／
著
　
講
談
社

絵

本

○
『
カ
エ
ル
の
目
だ
ま
』

大
野
八
生
／
絵
　
日
高
敏
隆
／

文
　
福
音
館
書
店

○
『
つ
ん
つ
く
せ
ん
せ
い
と

い
た
ず
ら
ぶ
ん
ぶ
ん
』

た
か
ど
の
ほ
う
こ
／
作
・
絵

フ
レ
ー
ベ
ル
館

○
『
お
た
ん
じ
ょ
う
び
ま
で

あ
と
な
ん
に
ち
？
』

レ
イ
ン
・
マ
ー
ロ
ウ
／
絵
　
ア

ン
バ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
／
文

徳
間
書
店

○
『
ア
ル
ノ
と
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
』

イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
ヤ
ハ
テ
ン
ベ
ル

フ
／
作
　
講
談
社

○
『
こ
の
世
界
い
っ
ぱ
い
』

マ
ー
ラ
・
フ
レ
イ
ジ
ー
／
絵

リ
ズ
・
ガ
ー
ト
ン
・
ス
キ
ャ
ン

ロ
ン
／
文
　
ブ
ロ
ン
ズ
新
社

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
』

◎
日
時
　
7
月
9
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
お
は
な
し
会
☆

『
う
ら
し
ま
た
ろ
う
』
ほ
か

◎
日
時
　
7
月
16
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
押
し
花
教
室
』

◎
日
時
　
7
月
23
日
（
土
）

午
後
2
時
〜

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム
朗
読

館
☆

『
貧
の
意
地
』

太
宰
治
／
作
　
他

◎
日
時
　
7
月
17
日
（
日
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
開
館
時
間
の
変
更
等
☆

夏
季
期
間
中
の
閉
館
時
間

（
7
月
5
日
〜
10
月
30
日
）は
、

火
・
木
曜
日
に
限
り
、
2
時
間

短
縮
し
、
午
後
5
時
ま
で
と
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

廣 德

廣 德
廣
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5月17日、上野原西小学校で、「人権の花」の贈呈式
が行われました。贈呈式では、人権擁護委員等から
児童代表に花が贈られました。
その後、児童全員で花の種と自筆のメッセージ

がついた風船を空高く飛ばしました。

今も昔も地域を繋ぐ、大鶴小学校！！

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

6月4日、大鶴小学校で、「第31回歩け歩け大会」が行われました。
今回の大会では、平成24年3月末で大鶴小学校が閉校となることから、

明治、大正期の大鶴小学校がどの場所にあって、当時どのような状況だっ
たかなど、大鶴小学校137年の歴史も学びました。この日は、約100人を
超える参加者が集まり、参加者は、小学校時代の話しなどしながら、子ど
もからお年寄りまで和やかな雰囲気で大鶴地区内を歩いていました。大鶴
小学校は、今も昔も地域を繋ぐ大切な役割を果たしてきました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,503人　（－ 7）
男 ●13,241人 （＋ 1）
女 ●13,262人 （－ 8）
世帯●10,000世帯（＋19）
平成23年6月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●人権の花贈呈式
「ＮＰＯ法人さいはら」と「しごと塾さいはら」では、
6月4・5日、西原地区内でお茶作り体験を行いました。
参加者は、お茶の葉1枚1枚を丁寧に摘みとるなど、
完成までの工程を手作業で行いました。参加者は出来
たての新茶を飲み、お茶作りの醍醐味を満喫しました。

●お茶作り体験

6月18・19日、もみじホールで集団検診が行われ
ました。集団検診では、身体測定や血圧測定、医師の
診察、採血、検診車によるレントゲン撮影などの検査
が行われました。受診した方は、検診結果が良くても
健康維持に努めたいと話していました。

●市集団検診
5月26日、市役所敷地内で、若あゆ工房のみなさ

んが、清掃ボランティア活動を行いました。
この日は、公用車駐車場側の植え込みを中心に活動

を行い、草やゴミを袋いっぱいに集め、市役所敷地内
をきれいにしました。

●若あゆ工房の清掃ボランティア活動
編
集
・
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：
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